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御室診断結果に基づく宮城県で発生した圏芸作物のウイルス・ウイロイド(却1-21側)
瀬尾直美・桜橋建・佐藤英典*・中村茂雄材

(宮城県農業・閤芸総合研都庁・本宮城県農業た判交・料宮城県産業技館総合センタ…)

Virus and Vir叫 dof Garden Crops Occurred in Miyagi Prefecture Based on the恥sultof Diagnosis by Requests 

Naomi SEO， Takeru ITAEぼ組， Iliderori SATOホ andShigeo N必¥AMURA料

(Miyagi Prefectural Institute of Agriculture and Horticulture • *Miyagi Prefectural Agricul tural Academy' 

料 lndustrialTechnology Institute，羽iyagiPrefectural Government) 

1 はじめに

闘芸作物に被害を及ぼすウイルス・ウイロイド病

の発生を抑止するためには、迅速な診断と対策の

施が必要である。

生産現場で発生したウイノレス・ウイロイド病は、

各都道府県の試験研究機関や病答虫防除所に持ち込

まれ、診断が行われることが多い。宮城県では農業

・園芸総合研究所において、農業改良普及センター

からの診断依頼によりウイルス・ウイロイドの検

出を行い、防除の参考となる情報を提ー供している。

本報告は、 2001~2009年に依頼を受けて診駅を行

った結果、検出した関芸作物のウイルス・ウイロイ

ドについてまとめたものである。

2 試験方法

(1)診断方法

持ち込まれた作物試料について、開き取り等によ

りほ場における被答発生状況を把握した上で、肉眼

で病徴観察を行った。このうち、病問がウイノレス・

ウイロイドであると推定されたものについて、以下

の方法を必婆に応じて組み合わせ、検出を行った。

1)生物検定

カーボランダム法5)により、検定植物に汁液接種

し、病徴発現の有無を観察した。

2) 血清学的診断法

ELISA法ぺ DIBA法3)またはイムノストリップキッ

ト(Agdia社)で検出した。

3) 電子顕微鏡観察

ダイレクト・ネガティブ染色法りを用いて透過型

顕微鏡で観察した。

4) 遺伝子診断法

植物組織からおIA(またはDNA)を抽出し、特異的プ

ライマーを用いて、 RT-PCR(DNAの場合はPCR)法的ま

たはRT-LA貯 (DNAの場合はLAMP)法2)で検出した。

3 試験結果及び考察

9年間で合計461件(野菜243件、花き 218件)の診断

依頼があり、このうち 198件(野菜107件、花き91件)

で合計21穣類(野菜14種類，花き 14種類)のウイノレス

・ウイロイドを検出した(表1)。ウイノレス等が検出

されなかった試料は、生理的・機械的な要因による

生育障害や、現在の診新法では検出できないウイノレ

ス等による障害の可能性があると考えられた。

検出件数が多かったウイノレスは、 トマト黄イヒえそ

ウイルス (TSWV;野菜23件、花き 40件)、キュウリモ

ザイクウイルス (CMV;野菜24件、花き 12件)及びズ

ッキーニ黄斑モザイクウイノレス (ZYMV;野菜36件)で

あった(表1)ο

また、 2003年にシクラメンからインパチェンスネ

クロティックスポットウイノレス(INSV)、2007年に

トノレコギキョウからアイリスイエロースポットウイ

ノレス(IYSV)を検出し、本県での発生を初確認、した。

4 まとめ

宮城県内で2001~2009年に診断依頼があった鴎芸

作物において、検出件数が多かったウイルスはTS¥VV、

C肝及びZYMVであった。また、 2003年にINSV、2007

年にIYSVを本県で初確認した。
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品隠別の問Æ:ウイルス・ウイロイドの概要 (2001~2009年)表 1
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検出年次jjlJ合計件数叫 6 11 20 9 3 5 

診断依綴年次jjlJ合計件数 15 32 41 25 17 24 

検出年次jjlJ合計件数ネ 18 20 28 24 23 15 

診断依穎年次jjlJ合計件数 44 59 63 59 50 61 

*1 ]重複感染はウイルスごとに分けて集計， *2 ]重複感染l土ウイノレスごとに分けずに1件として集計
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